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目的

近年ウイルス肝炎は国際感染症のーっとして注目さ

れてきている，わが国においても海外への旅行者，駐

在者が増加するにともない，熱帯，亜熱帯の肝炎ウイ

ルス蔓延地域において肝炎ウイルスの感染をうける者

が多発しており，また，外国からの来日者が多くなる

につれて肝炎ウイルスが持ち込まれる場合もある.こ

の様な輸入肝炎の疫学的，臨床的実態を知る目的で当

施設に入院した症例について検討を加えたので報告す

る.

対象と方法

対象とした症例は外国で、の滞在期間，肝炎ウイルス

の潜伏期および発症時期などから現地での感染とみな

されたものであり，昭和49 年11 月より昭和57 年 8 月ま

でに経験した58 例である.

肝炎ウイルスの血清ウイルス学的診断法として， A

型肝炎ウイルス (HAV) については IgMant iH A を

HA V AB-M(RIA 法〉を用い B 型肝炎ウイルス

(HBV) については， HBs 抗原 (HBsAg) は R-PHA

法， HBs 抗体 (ant iH Bs) は PHA 法， HBc 抗体

(ant iH Bc) は CORAB (RIA 法〉で測定した.また

HBV の subtype は HI 法によった.

成績

1.疫学的事項

(1)ウイルス型は A 型40 例71. 4% ， B 型11 例19.6%

および NANB 型 5例8.9% であった.

(2) 56 例中男51 ，女 5例で，平均年齢は男について

みると A 型29.5 ， B 型35.9 ，NANB 型32.8 歳であっ
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た.年齢分布は 10 歳から60 歳におよぶが20 歳代と 30 歳

代が全体の90% を占めていた.

(3) 感染時の滞在国は大陸別にみるとアジア 32 例

(57%) ，アフリカ 191 列(34%) ，アメリカ 4 OU ，ヨーロッ

パ 1例であった.

(4) 発生状況は現地で発症したもの30 例，帰国後発

症したもの26 例であり，短期旅行者は20 例，長期駐在

者は36 例であった.滞在期聞は最短 3 日聞から最長850

日におよんだ.

(5) HBV の subtype は adr 4例， adw 6例であり

多くは権患固に優位に分布している type であった.な

お， y type は認められなかった.

(6) 日本に入国後発症した外国人 2 例を経験した.

1例はチリ人でA 型，他の 1例はインド人で NANB

型であった.

2，臨床的事項

(1)初発症状として黄痕が 3型とも高率(80% 以上)

に認められ，発熱は A 型90% ，B 型55% ，NANB 型

0% であった.

(2) 入院時の血液生化学検査所見では， B 型および

NANB は全例 8 -10 週目で正常化するが， A 型では

12 週をこえるものが 9 例22% 認められた.

(3) 肝生検を施行し得た44 例の組織所見は急性肝炎

36 例，慢性非活動性肝炎 3例，慢性活動性肝炎 3例，

肝内胆汁うっ滞 2 例であった.

結語

海外で罷患するウイルス肝炎はA 型がもっとも多

く，ついでB 型， NANB 型の順であり，また若年成人



者に多い.これは滞在国の肝炎ウイルス蔓延度，感染

様式，および渡航者の抗体保有状況などに関連してい

る.輸入肝炎例にも重症になる場合があり，また A 型
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では国内の流行源になる可能性がある.輸入肝炎の疫

学的臨床的実態を把握し，適切な予防対策を樹立する

ことが必要と思われる.

論文審査の要旨

近年わが国において，国際感染症の一つであるウイルス肝炎の海外権患例が増加し，注目されてき

ている.しかし未だそれに関する詳細な報告はみられていない.

本論文は過去 8 年間に経験した輸入肝炎58 例について疫学的および臨床的実態をはじめて明らか

にしたものであり，学術上価値あるものと認める.
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